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2023 年 9 月 7 日 

只見線利活用推進協議会 

国土交通省東北運輸局 

東日本旅客鉄道株式会社 
東 北 本 部 

 

只見線サイクルトレイン導入に向けて関係者で運用実験を実施します 

 

 JR 只見線におきまして、只見線利活用推進協議会、国土交通省東北運輸局及び東日本旅客鉄道

株式会社東北本部の三者が連携し、列車内に折りたたまずにそのまま自転車を持ち込めるサービ

ス「サイクルトレイン」の運用実験を行います。 

 

 全国の鉄道会社でサイクルトレインの導入事例が増加しています。 

自転車と列車を組み合わせた新しいサイクルツーリズムの形として、愛車で旅に出たいサイク

リストのニーズに対応できることや、地元の皆さんの生活の足として自転車と鉄道を組み合わせ

る新たな生活様式が生まれることも期待されます。 

今般、JR 只見線の定期普通列車を活用し、サイクルトレイン導入に向けて実務上の課題を実地

で確認・整理するための運用実験を行います。詳細は以下のとおりです。 

 

一般の方は今回運行するサイクルトレイン車両に自転車を持ち込むことはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［只見線定期普通列車のイメージ］※関係者提供      ［車内イメージ］※東日本旅客鉄道提供 

 

取材について 

 ▶ 現地取材をお受けするのは 9月 16 日(土) の、会津若松駅（7:41 発） 

出発時に限らせていただきます。 

 ▶ 車内での取材は他のお客さまのご迷惑となることからお断りさせていただきます。 

 ▶ 現地取材をご希望される場合、次頁【東北運輸局】へ 9 月 14 日(木)までにご連絡ください。 

 プレスリリース  

《発表記者会：東北電力記者会、宮城県政記者会、福島県政記者クラブ》 
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「只見線サイクルトレイン」の運用実験について 

１．概   要  

 （１）実 施 日 

     2023 年 9 月 16 日(土)、17 日(日)、10 月 7 日(土)、8 日(日)、14 日(土)、15 日(日)  

各日の定期普通列車（会津若松～会津川口 間）の１往復 

 

 （２）自転車乗降可能駅 

     JR 只見線：会津若松駅、会津坂下駅、会津柳津駅、会津宮下駅、会津川口駅 

 

 （３）対象列車 

     往路：425D 列車 会津若松（ 7:41 発） ⇒ 会津川口（ 9:43 着） 

     復路：428D 列車 会津川口（12:29 発） ⇒ 会津若松（14:15 着） 

 

２．実験参加について  

         今回の実験は、只見線において定期普通列車を活用する初めてのものであるため、安全

面・定時性確保の観点から参加者の公募は行いません。 

      

     ３．問 合 せ 先  

       【列車の運行に関すること】JR 東日本東北本部 鉄道事業部 モビリティ･サービスユニット 

担当：秋山 ［TEL］022-266-9614 

       【実験全般に関すること】東北運輸局 交通企画課  担当：林    ［TEL］022-791-7507 

  ［E-mail］tht-touhoku6-koutsukikaku@gxb.mlit.go.jp 
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※只見線利活用推進協議会提供 


